


やりがいのある仕事
松岡美穂さん

「通学合宿の準備や、鵜の池マラソ

ンのコース整備など、体を使う作業

があるので大変だったけど、パソコ

ンを使った作業は楽しいし、仕事を

終えたときには達成感があって、や

りがいを感じました ｣
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　６月１４日から１７日までの４日間、日野高等学校の２年生が県西部全

域での職場体験学習を行いました。

　この体験学習では、生徒一人ひとりが、働くことの大切さ・責任の重

さなどを学ぶために、それぞれが希望する事業所などへ行き (もちろん、

全員が希望するところへは行けませんが）、そこで実際に職員・従業員と

して働くことになっています。

　町内でも、役場や町図書館、おしどり荘などで体験学習を行いました。

　実際に役場やひのっこ保育所、町図書館、そしておしどり荘で体験学

習を行った生徒にインタビューしてみました。　

　　　　　　　　　　　　　( 取材 ) 日野高等学校２年　増岡春香さん

お年寄りとのふれあい
加藤春奈さん

「５歳児健診や機能訓練のお手伝いをしま

した。おじいさん、おばあさんの話を聞く

ことは楽しいし、喜んでくれるとやりがい

を感じます ｣

楽しかった子どもとの時間
手島竜之介さん

「保育士さんのお手伝いをしました。掃除が

大変だけど、子どもたちと一緒に遊ぶときが

一番楽しかったです。自分のところに子ども

たちが来てくれると、好かれているのかなぁ

と思います。｣　
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取材を実際に経験して
増岡春香さん

「広報『ひの』の編集のお手伝いをしました。一

番大変だったのは取材。手がブレてしまって、使

えない写真をたくさん撮ってしまいました。だけ

どつらいとは感じませんでした。逆に楽しかった

し、編集を手伝えたことはうれしかったです。｣

外での作業が楽しい
影山拓さん

「土木関係の仕事に

興味があって希望し

ました。町道の補修

などのお手伝いをし

ました。思った以上

に大変だったけど、

外に出て作業するこ

とは楽しいし、やり

がいがあります。｣

編・集・後・記
今回、実際に『広報ひの』の特集ページを作らせていただいた増岡春香です。私が総務企画課で体験学習を

したのは、私の将来の夢が、編集の仕事に就くことだからです。今回、このページを作らせていただき、学

習したことがたくさんあります。この経験を生かして、自分の将来の夢につなげていきたいと思っています。

介護の現場を体験したい
清野沙也加さん

「介護や通所リハビリテーションのお手伝

いをしました。おしどり荘を希望した理由

は、どのような介護をしているのか、ケア

プランが知りたかったことと、お年寄りの

人との話がしたかったからです。実際にお

年寄りの人とふれあえたことが楽しかった

です。」

まちの人たちとふれあう
田浪朋子さん、宇田壮志さん、田中和希さん

「図書館業務のお手伝いをしましたが、本を返却すると

き、場所を覚えきれなくて迷ってしまい、大変でした ｣ 

｢ 小さな子どもと接することが楽しかった。」
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町
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り
実
行

委
員
会
主
催
の
こ
の
通
学
合
宿
は
、

一
週
間
の
集
団
宿
泊
体
験
を
通
し

て
、
子
ど
も
に
こ
れ
ま
で
の
自
分

を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
自
分

を
考
え
る
こ
と
で
「
自
分
探
し
」

を
さ
せ
る
目
的
で
行
わ
れ
、
今
回

が
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
参
加
し
た
の
は
、
根
雨
小

学
校
、
黒
坂
小
学
校
の
４
年
生
か

ら
６
年
生
の
う
ち
の
計　

人
。

３１

　

期
間
中
、
子
ど
も
た
ち
は
「
至

誠
寮
（
下
菅
）」
で
合
宿
生
活
を
送

り
な
が
ら
学
校
へ
通
い
ま
す
。
そ

の
間
は
家
と
の
連
絡
や
、
テ
レ
ビ
、

マ
ン
ガ
は
一
切
禁
止
。
掃
除
、
洗

濯
も
各
班
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

　

食
事
は
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
会
員
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ

ま
す
が
、
食
材
の
下
ご
し
ら
え
、

配
ぜ
ん

・

・

・

、
後
片
付
け
は
子
ど
も
た

ち
で
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夕
食
後
の
時
間
は
、「
オ
セ
の

話
」
と
し
て
、
毎
日
地
域
の
大
人

や
先
生
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
い
て
知
識
を
深
め
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
教
員
と
教
育
委
員

会
職
員
が
交
代
で
宿
泊
、
子
ど
も

の
相
談
役
に
な
り
ま
す
が
、
合
宿

の
主
役
は
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
た

ち
。
生
活
の
進
め
方
な
ど
は
子
ど

も
の
自
主
性
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
声
を
ま
じ
え
な

が
ら
、
日
記
風
に
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

■
６
月　

日
（
日
）　

晴
れ

１９

　

午
後
３
時
半
に
至
誠
寮
に
集
合
。

入
所
式
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
注
意
点
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。
班
ご
と
に
初

め
て
部
屋
に
入
り
、
荷
物
の
整
理

や
学
習
の
準
備
を
し
た
。
夕
食
は

野
菜
入
り
ハ
ン
バ
ー
グ
、
か
ぶ
の

ス
ー
プ
な
ど
。
オ
セ
の
話
で
は
、

根
雨
小
の
生
田
求
先
生
、
黒
坂
小

の
木
下
先
生
の
話
を
聞
い
た
。
二

人
と
も
自
分
の
子
供
時
代
の
こ
と

を
話
さ
れ
た
。

「
始
ま
る
前
は
緊
張
し
て
少
し
こ

わ
か
っ
た
け
ど
、
ち
が
う
学
校
の

友
達
と
す
ぐ
仲
良
く
な
れ
て
よ

か
っ
た
」「
今
年
も
通
学
合
宿
に
参

加
す
る
の
が
す
ご
く
楽
し
み
だ
っ

た
」

■
６
月　

日
（
月
）　

晴
れ

２０

　

お
む
す
び
と
オ
ム
レ
ツ
の
朝
食
。

夕
食
は
五
目
ず
し
。
オ
セ
の
話
で

は
、
黒
坂
小
の
三
輪
教
頭
先
生
が
、

地
球
の
歴
史
や
恐
竜
の
こ
と
、
根

雨
小
の
米
原
教
頭
先
生
が
趣
味
の

釣
り
の
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
い
つ

も
の
先
生
か
ら
は
な
か
な
か
聞
け

　６月１９日から一週間、小学生の通学合宿が行われました。

　子どもたちが自主性、社会性を身につけるためのこの試み。子

どもたちは規則正しい生活を元気いっぱいに過ごしました。

　その一週間を取材しました。

　

就
寝

　

洗
濯
・
入
浴
・
準
備

　

地
域
交
流
・
オ
セ
の
話
・

　

自
主
学
習
な
ど

　

自
由
時
間

　

夕
食

　

自
由
時
間

　

下
校

　

学
校
生
活

　

登
校

　

朝
食

　

起
床
・
掃
除

6:00 7:00 7:40 8:00 17:00 18:30 19:30 21:00 22:00

泊まって
   語って
　  通わいや！

合宿初日、生活の諸注意などを聞く
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な
い
楽
し

い
話
だ
っ

た
。

「
米
原
先

生
が
釣
り

を
さ
れ
て
い
る
な
ん
て
意
外
だ
っ

た
。
竿
を
思
い
っ
き
り
振
る
し
ぐ

さ
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」

■
６
月　

日
（
火
）　

晴
れ

２１

　

野
菜
ソ
テ
ー
、
豆
腐
と
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
の
ス
ー
プ
の
朝
食
。

夕
食
は
白
身
魚
の
甘
酢
あ
ん
な
ど
。

　

今
日
は
み
ん
な
で
家
の
両
親
に

宛
て
て
手
紙
を
書
い
た
。

「
家
や
家
族
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
書
い
て
い
た
ら
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ

び
し
く
な
っ
た
」「
録
画
し
と
い
て

ほ
し
い
番
組
が
あ
っ
た
か
ら
書
い

と
け
ば
よ
か
っ
た
な
ぁ
（
笑
）」

■
６
月　

日
（
水
）　

く
も
り

２２

　

と
う
も
ろ
こ
し
の
か
き
玉
汁
、

フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
の
朝
食
。
夕
食

は
肉
じ
ゃ
が
、
豆
腐
と
ト
マ
ト
の

ス
ー
プ
。

　

今
日
の
オ
セ
の
話
は
、
教
育
委

員
会
の
山
川
さ
ん
か
ら
、
ホ
タ
ル

狩
り
の
道
具
の
作
り
方
を
教
わ
っ

た
。
ナ
タ
ネ
の
茎
を
干
し
た
も
の

を
竹
竿
の
先
に
ホ
ウ
キ
み
た
い
に

く
く
り
つ
け
て
、
ホ
タ
ル
を
と
ま

ら
せ
て
捕
ま
え
る
ら
し
い
。
そ
の

後
、
下
菅
の
田
ん
ぼ
道
で
ホ
タ
ル

狩
り
。
懐
中
電
灯
の
光
に
誘
わ
れ

た
の
か
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
普
段
は
あ
ん
ま
り
ホ
タ
ル
を
見

に
行
か
な
い
し
、
道
具
を
作
っ
た

の
も
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
と
っ
て

も
楽
し
か
っ
た
！
」

■
６
月　

日
（
木
）　

く
も
り
の
ち
雨

２３

　

さ
つ
ま

い
も
ご
飯

と
味
噌
汁

の
朝
食
。
夕
食
は
大
好
き
な
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
。

　

オ
セ
の
話
は
、
民
生
児
童
委
員

の
森
田
勝
彦
さ
ん
の
オ
シ
ド
リ
の

話
。

　
「
こ
ん
な
に
間
近
で
オ
シ
ド
リ

が
見
ら
れ
る
の
は
日
本
で
も
鳥
取

県
だ
け
と
い
う
話
を
聞
い
て
す
ご

い
と
思
っ
た
」

■
６
月　

日
（
金
）　

晴
れ

２４

　

豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
、
か
ぼ
ち
ゃ

と
玉
ね
ぎ
の
味
噌
汁
の
朝
食
。

　

夕
方
、
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
学
習
。

黒
坂
の
久
代
宏
一
さ
ん
か
ら
、
ド

リ
ル
の
使
い
方
や
菌
の
植
え
方
を

教
わ
っ
た
。

　　

夕
食
は
、
オ
シ
ド
リ
の
形
に
抜

い
た
人
参
が
飾
っ
て
あ
る
か
わ
い

い
お
こ
わ

・

・

・

、
野
菜
の
炊
き
合
わ
せ
、

鶏
の
唐
揚
な
ど
。

　

オ
セ
の
話
は
、
教
育
委
員
長
の

福
田
和
也
さ
ん
が
、
黒
坂
に
伝
わ

る
河
童
の
伝
説
を
話
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
カ
ワ
コ
公
園
で
待
ち

に
待
っ
た
花
火
大
会
。
合
宿
最
後

の
夜
が
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
た
。

　

寮
に
戻
る
と
、
お
と
と
い
書
い

た
家
族
へ
の
手
紙
の
返
事
が
届
い

て
い
た
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
か
ら
、『
あ

と
少
し
だ
か
ら
最
後

ま
で
頑
張
れ
』
と
か
、

『
ご
ち
そ
う
を
作
っ

て
も
、
喜
ん
で
食
べ
て

く
れ
る
人
が
い
な
い

の
で
作
り
が
い
が
な

く
て
さ
び
し
い
』
と
か

書
い
て
あ
っ
た
。

　
「
両
親
か
ら
の
手
紙

を
読
ん
で
感
動
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
」「
読

ん
で
た
ら
な
ん
だ
か

家
に
帰
り
た
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
よ
～
」

■
６
月　

日
（
土
）　

晴
れ

２５

　

合
宿
最
終
日
。
最
後
の
朝
食
は

み
ん
な
で
焼
い
た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

と
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
で
。

　

閉
校
式
で
は
、
田
淵
教
育
長
さ

ん
か
ら
み
ん
な
に
終
了
証
が
渡
さ

れ
た
。
一
週
間
の
思
い
出
を
み
ん

な
で
寄
せ
書
き
に
し
て
か
ら
解
散
。

　
「
友
達
た
く
さ
ん
で
き
た
よ
」

「
遊
び
す
ぎ
て
疲
れ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
」「
夜
眠
れ
な
い
日
も
あ
っ

た
」「
テ
レ
ビ
や
マ
ン
ガ
が
な
い
生

活
で
も
全
然
平
気
だ
っ
た
」「
来
年

も
参
加
し
た
い
!
」「
肉
じ
ゃ
が
が

一
番
お
い
し
か
っ
た
」

　

一
週
間
の
共
同
生
活
を
終
え
た

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
思
い
出
を

胸
に
、
少
し
た
く
ま
し
く
な
っ
て

家
族
の
待
つ
家
庭
へ
と
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　町食生活改善推進協議会の皆さん

　「一週間子どもたちの『食』に関

わることができてうれしいです。

子どもたちはみんな孫のよう。昨

年参加した子どもがまちで会った

時にあいさつしてくれたりと、そんな交流も楽しいです。毎日の

献立は、毎食ご飯を主食にして、バランスのとれたおかずはもち

ろん、緑黄野菜やカルシウムがとれるよう心がけています。今年

で２回目になりますが、共同生活を通して社会性を身につけ、こ

の経験をいい思い出にしてほしいと思います。」

　「送り出す前は、ひとりで生活

できるかと不安でした」「子どものいない家は灯が

消えたよう。さびしかった反面、子どもを見つめ

なおす良い機会になりました。」「家に帰ってきてか

らは、自分から進んで家の手伝いをしてくれるよ

うになりました」

「班ごとの役割分担

がきちんとできていたように思います。食事の準

備も率先してできていたし ､テレビのない生活も

苦ではないようでした。この合宿を機会に、自分

の家庭での役割を考え直してほしいと思います」
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【
自
立
政
策
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
】
今
年
度
を
自
立
推
進
元
年

と
し
て
本
部
体
制
を
一
新
し
、
次

の
重
点
事
項
に
つ
い
て
、
一
丸
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

・
町
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

・
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

・
使
用
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
バ
ス
の
運
行
方
法
に
つ
い
て

【
防
災
行
政
無
線
設
備
の
更
新

に
つ
い
て
】
施
設
の
老
朽
化
の
た

め
、
今
年
度
か
ら
親
局
・
中
継
局

な
ど
の
施
設
、
戸
別
受
信
機
を
順

次
更
新
す
る
予
定
で
す
。
ま
た

新
た
に
、
地
区
の
集
会
所
が
避
難

所
に
な
っ
た
時
に
個
別
受
信
機

が
使
用
で
き
る
よ
う
、
弱
電
地
区

に
屋
外
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま

す
。

【
全
町
一
斉
防
災
訓
練
に
つ
い

て
】　

月
２
日
（
日
）
に
行
い
ま

１０

す
。
く
わ
し
く
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て
】
平

成　

年
6
月
に
国
民
保
護
法
が

15
成
立
し
た
の
を
受
け
、
ま
ち
で
も

自
然
災
害
と
同
じ
よ
う
に
武
力

攻
撃
な
ど
に
お
い
て
も
住
民
の

避
難
や
被
災
者
の
救
助
に
つ
い

て
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
、
国
民
保
護
は
戦
争
を
肯
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
万
一
の
有
事

の
際
に
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
健
康
診
断
の
実
施
に
つ
い
て
】

　

月
ま
で
の
間
、
4
月
に
配
布
し

11た
日
程
表
ど
お
り
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。

【
募
金
活
動
の
協
力
に
つ
い
て
】

ま
ち
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
共

同
事
業
と
し
て
、
今
年
度
も
共
同

募
金
、
歳
末
助
け
合
い
、
日
赤
社

員
、
火
事
見
舞
い
な
ど
の
募
金
活

動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
】

町
道
の
う
ち
、
バ
ス
路
線
、
通
学

路
な
ど
の
幹
線
道
路
、
観
光
道
路

は
、
ま
ち
で
法
面
な
ど
の
草
刈
り

を
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
ほ
か

の
町
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
環

境
整
備
、
ま
た
交
通
安
全
の
う
え

か
ら
、
各
自
治
会
で
作
業
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
除
雪
に
つ
い
て
】
今
年
度
か
ら
、

除
雪
作
業
は
す
べ
て
業
者
に
委

託
し
ま
す
。

　

各
自
治
会
に
設
置
し
て
あ
る

消
火
栓
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
で

目
印
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
中
、
支
障
と
な
る

木
・
竹
な
ど
は
、
所
有
者
に
断
り

な
く
伐
採
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
所
有
者
、
自
治

会
な
ど
で
、
支
障
と
な
り
そ
う
な

木
・
竹
な
ど
は
伐
採
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

除
雪
対
策
強
化
期
間
は
、　

月
１２

１
日
か
ら
翌
年
３
月　

日
ま
で

３１

で
す
。

【
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
】
資

源
ご
み
の
再
利
用
を
す
す
め
る

た
め
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
推
進

団
体
」
の
登
録
と
、
登
録
団
体
に

よ
る
集
団
回
収
を
支
援
す
る
た

め
、
回
収
業
者
な
ど
に
売
却
し
た

量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
か
ら
の
生
ご
み
の

量
を
減
ら
す
た
め
「
生
ご
み
処
理

機
購
入
補
助
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
４
万
円
以
上
の
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
方

に
１
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

【
不
法
投
棄
の
防
止
に
つ
い
て
】

ま
ち
で
は
、「
空
き
缶
等
の
散
乱

の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
、
環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
各
自
治
会
で
も
、
不
法
投

棄
防
止
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
（
新
対
策
）
に
つ
い
て
】
集
落

の
農
地
を
守
り
、
耕
作
放
棄
を
防

止
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
」
が
、
今
年
度
か
ら

　

年
度
ま
で
新
対
策
と
し
て
行

２１わ
れ
ま
す
。
集
落
協
定
の
策
定
・

実
践
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
下
水
道
宅
内
排
水
設
備
工
事
・

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
に

つ
い
て
】
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
、

対
象
地
区
内
の
全
戸
加
入
を
目

指
し
て
普
及
を
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事

業
を
、
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
事
業
の
対
象
外
の
地
区
を

対
象
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
町
民
体
育
祭
に
つ
い
て
】
今
年

度
は
９
月　

日
（
日
）
に
開
き
ま

２５

す
。
根
雨
地
区
大
会
は
根
雨
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
黒
坂
地
区
大

会
は
黒
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
は
今

後
決
定
し
ま
す
。

　今年度のまちの主な事業・取り組みについ

ての説明・協議のため、自治会長会議が６月

１３日、役場大会議室で開かれました。

　各課から説明のあったことがら
・ ・ ・ ・

のうち、

主なものは次のとおりです。
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■女性を取り巻く状況

■女性の人権問題

■まちの取り組み

■相談窓口はこちら

●男女共同参画一般について

性犯罪の被害相談について

ＤＶの被害相談について

すすめよう　男女共同参画社会①
　

　鳥取県、鳥取県教育委員会

　９月１７日～１１月２９日まで、鳥取 ､

　　　米子 ､日南、倉吉会場を巡回展示。

　洋画 ･日本画 ･版画 ･彫刻・工芸・

　　　書道 ･写真・デザイン　計８部門

　９月７日 (一次審査）、９月８日 (二

　　　次審査 )

　１部門につき１点。

　作品１点につき２,０００円

　９月４日(日)午前１０時～午後

　　　４時までに、西部地区は米子コンベ

　　　ンションセンターに搬入すること。

※詳細は開催要項をご覧ください（町図書

　館、町公民館にあります )　

に注意しましょう！
　

　気温が高くなるこの季節、食中毒の原因となる

　細菌が繁殖しやすくなります。

　次のことに注意して食中毒を予防しましょう。

①買い物をするときは新鮮なものを選びましょう。

②食品を保存するときは、冷蔵庫の温度は１０℃ 以下、冷凍庫は

　マイナス１５℃ 以下が目安です。

③調理を始める前には、よく手を洗い、包丁やまな板は一度熱湯

　で殺菌してから使いましょう。

④加熱するときは、「中心部を７５℃で１分 ｣を守り、調理した後

　の食品は室温で長く放置しないようにしましょう。

⑤盛付けするときは、清潔な手で、清潔な器具や食器を使いま

　しょう。また、食事をするときは、温かい料理は６５℃以上に、

　冷やして食べる食品は１０℃以下が目安です。

⑥残った食品は、早く冷えるように浅い容器に小分けして保存

　し、時間が経ちすぎたら思い切って捨てましょう。



　

働
く
こ
と
か
ら
生
き
る
力
を
学

び
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、

「
ワ
ク
ワ
ク
日
野
」
職
場
体
験
活
動

が
、
６
月　

日
か
ら
３
日
間
行
わ

２２

れ
ま
し
た
。

　

活
動
し
た
の
は
日
野
中
学
校
の

２
年
生　

人
。
生
徒
た
ち
は
、
数

３２

名
ず
つ
の
班
に
分
か
れ
、
ス
ー

パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
、
町
内

の
事
業
所
な
ど　

ヵ
所
で
職
場
体

１３

験
を
し
ま
し
た
。

　

黒
坂
保
育
所
で
職
場
体
験
を
し

た
荒
木
沙
紀
さ
ん
は
「
小
さ
な
子
ど

も
が
好
き
な
の
で
保
育
所
を
希
望

し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
い
っ
ぱ
い

集
ま
っ
て
く
る
の
で
相
手
を
す
る

の
が
大
変
だ
け
ど
楽
し
い
」
と
、
仕

事
の
や
り
が
い
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
を
受
け
入
れ
る
立
場

の
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
水
谷
修

一
さ
ん
（
水
谷
石
油
店
）
は
、「
仕

事
の
飲
込
み
が
早
く
、
洗
車
や
車

の
窓
ふ
き
な
ど
助
か
っ
て
い
ま
す
。

将
来
ど
ん
な
仕
事
に
就
く
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
経
験
が

今
後
車
を
持
つ
う
え
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
責
任
感
や
仕
事
に

対
す
る
意
欲
を
育
て
る
こ
の
体
験

学
習
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
み
な

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、　

年
前
か

１１

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　
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働くことから学ぶ

　

７
月
３
日
、
県
消
防
学
校
（
米
子
市
）
で
、
第

　

回
県
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
か
れ
ま

４７し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
西
部
町
村
の
消
防
団
が
、
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
そ
れ

ぞ
れ
で
動
作
の
正
確
さ
や
所
要
時
間
を
競
う
も
の

で
す
。

　

町
消
防
団
か
ら
は
、
４
月
の
町
審
査
会
で
選
抜

さ
れ
た
選
手
が
出
場
し
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

準
優
勝
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
優
勝
と
大

健
闘
し
、
７
月　

日
に
鳥
取
市
で
開
か
れ
る
県
大

１７

会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

２
部
門
で
県
大
会
出
場
が
決
定

自分が選んだ業種で実際に働いてみる

優勝した小型ポンプ操法の部
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趣
味
の
活
動
を
続
け
て
い
る

ま
ち
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
集

め
た
「
第
２
回
文
化
展
（
町
文

化
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
）」
が
、

６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
開
発

１２

１４

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
に
は
、
水
墨
画
、

陶
芸
、
写
真
な
ど
多
く
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た

人
た
ち
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

作
品
を
、
そ
の
出
来
ば
え
に
感

心
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
眺
め

て
い
ま
し
た
。　

趣
味
の
作
品
の
数
々

　

地
域
の
人
た
ち
と
語
り
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
医

療
や
病
院
運
営
に
活
か
そ
う
と
、
日
野
病
院
と
黒
坂
５

区
自
治
会
と
の
意
見
交
換
会
が
、
６
月　

日
、
町
公
民
館

１５

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
の
は
、
浜
副
院
長
を
は
じ
め
病
院
関
係
者

と
黒
坂
５
区
自
治
会
の
皆
さ
ん
。
院
長
か
ら
、
病
院
の

基
本
理
念
で
あ
る
「
住
民
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り
」
や

運
営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
住
民
か
ら
病

院
や
黒
坂
診
療
所
へ
の
意
見
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、「
近
く
に
診
療
所
が
で
き
た
の
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
体
の
不
調
で
も
気
軽
に
行
け
る
の
で
う

れ
し
い
」「
診
療
所
と
病
院
の
カ
ル
テ
の
共
通
化
は
で
き

る
の
か
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
ほ
か
、
認
知
症
や
介
護
予

防
な
ど
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ
り
、
院
長
が
そ
れ
に
応

え
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
お
知
ら
せ
】
地
域
と
の
意
見
交
換
会
の
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
日
野
病
院
（
電
話　

‐
０
３
５
１
）
ま
で
ご

７２

連
絡
く
だ
さ
い
。

住
民
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り

住民から率直な声があがる

意見に答える浜副院長

　

町
内
の
若
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
て

い
る
劇
団
「
お
芝
居
く
ら
ぶ　

さ
ん
・

ふ
ぃ
ー
る
ど
」
の
第　

回
公
演
「
E
p
i

１２

t
a
p
h　

～ 
墓
碑
銘 
～
」
が
、
７
月
９

エ
ピ
タ
フ

日
、　

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

１０

ま
し
た
。

　

今
回
の
公
演
は
、
宇
宙
船
を
舞
台
に

し
た
Ｓ
Ｆ
作
品
で
、
さ
ん
・
ふ
ぃ
ー
る
ど

で
は
初
の
試
み
。
宇
宙
船
の
乗
組
員
た

ち
と
合
成
人
間
と
の
心
の
葛
藤
を
描
い

た
内
容
で
、
出
演
者
た
ち
は
練
習
を
重

ね
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
熱
演
、
客
席

の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
公
演
の
収
益
は
骨
髄
移

植
推
進
財
団
に
全
額
寄
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

初
の
Ｓ
Ｆ
作
品
に
挑
戦

心のこもった作品たち

緊張感ただよう舞台

　

そ
の
昔
、
下
黒
坂
と
本
郷
を
結
ぶ
日
野
川
に
か

か
っ
て
い
た
「
孫
四
郎
橋
」。
そ
の
歴
史
を
語
り

継
ご
う
と
、
６
月　

日
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

２８

タ
ー
が
橋
の
跡
地
付
近
に
看
板
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

こ
の
看
板
は
も

と
も
と
同
じ
場
所

に
立
て
ら
れ
て
い

た
も
の
で
す
が
、
朽

ち
て
倒
れ
て
い
た

た
め
新
た
に
屋
根

を
つ
け
設
置
し
た

も
の
で
す
。

幻
の
橋
の
案
内
人

看板には橋の歴史を記載

　

町
内
に
定
住
す
る
人
口
を
増
や
そ
う
と
、
㈱
ま

ち
づ
く
り
日
野
が
根
雨
の
ま
ち
に
マ
ン
シ
ョ
ン

を
建
設
し
ま
し
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
規
模
は
、
２
棟
に
合
計
８
世
帯
、

間
取
り
は
す
べ
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
、
こ
れ
に
よ
り
定

住
人
口
の
増
加
、
ま

ち
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

町
内
初
の
マ
ン
シ
ョ
ン
完
成

新しいまちづくりの一歩
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備　　考料　　金部屋名等施設名 (申込先 )

  昼間は  8：00 ～ 18：00

  夜間は 18：00 ～ 22：00

昼間　　２００円　町公舎

（住民課）
夜間　　２００円　

酒席加算　１件当たり　　２００円　

　酒席は、大集会室・老

　人研修室に限り利用

　できます。

1時間当たり　　３００円　
　大集会室

山村開発センター
（住民課）

冷暖房加算　1時間当たり　　１５０円　
酒席加算　1時間当たり　　１００円　

１時間当たり　　２００円　　研修室、生活改善実習

　室 (１部屋当たり ) 冷暖房加算　1時間当たり　　１００円　
１時間当たり　　１００円　

　老人研修室 冷暖房加算　1時間当たり　  　５０円　
酒席加算　1時間当たり　　１００円　

１時間当たり　　１００円　  小･中会議室､婦人研修

  室 ､展示室(1部屋当たり) 冷暖房加算　1時間当たり         ５０円　

　恒常的使用は、

　月額２,０００円

入場料を徴しないとき  1 時間当たり　１００円　
　運動広場町運動広場

( 産業振興課 )

入場料を徴するとき 1 時間当たり　２００円　
入場料を徴しないとき 1 時間当たり　１００円　

　休憩所
入場料を徴するとき 1 時間当たり　２００円　
入場料を徴しないとき 1 時間当たり　３００円　鵜の池管理棟
入場料を徴するとき 1 時間当たり　５００円　( 産業振興課 )

根雨小 ､黒坂小　１件当たり　　４００円　
　屋外運動場

学校施設
（各学校 )

　日野中　１件当たり　　８００円　
入場料を徴しないとき

　屋内運動場
根雨小 ､黒坂小　１時間当たり　　２００円　

久住分校　１時間当たり　　１００円　
日野中　１時間当たり　　４００円　

入場料を徴するとき　上記金額の２倍　
根雨小 ､黒坂小　１時間当たり　　２００円　

　多目的教室 入場料を徴するとき　上記金額の２倍　
冷暖房加算　1時間当たり  　　５０円　

 酒席は、講堂 ､研修室 ､

 会議室 ( 和室 ) に限り

 利用できます。

1時間当たり　　３００円　
　講堂

町公民館
（町公民館）

冷暖房加算　1時間当たり　　１５０円　
酒席加算　1時間当たり　　１００円　

1時間当たり　　１５０円　
　研修室 冷暖房加算　1時間当たり　　１００円　

酒席加算　1時間当たり　　１００円　
1時間当たり　　１００円　　会議室 (和室）１、２

　（1部屋当たり )
冷暖房加算　1時間当たり  　　５０円　

酒席加算　1時間当たり　　１００円　
1時間当たり 　   １５０円　　会議談話室 ､調理実習

　室 (１部屋当たり ) 冷暖房加算　1時間当たり　　  ５０円　
1時間当たり       １００円　　創作室、パソコン機械

　室 (１部屋当たり ) 冷暖房加算　1時間当たり　  　５０円　
１日当たり　　５００円　　陶芸窯

１時間当たり　　１００円　　研修室 (１、２ )青年の家
１時間当たり　　２００円　　体育館( 教育委員会 )
１時間当たり　　１００円　　婦人研修室、老人研修室、　

　資料展示室 ( 1部屋あたり )下榎集会所 
（下榎集会所）

冷暖房加算　1時間当たり  　　５０円　
１時間当たり　　１５０円　　青少年研修室、調理実習室

　( １部屋あたり） 冷暖房加算　1時間当たり　     ５０円　

１時間当たり　   １００円　
老人憩いの家
( 下榎集会所 )

１時間当たり　　２００円　　休憩室せせらぎの水辺休憩所

( 教育委員会または町公民館 )
１時間当たり　　１００円　　トイレ、シャワーのみ
１艇当たり　１,０００円　　カヌー

１時間当たり　　２００円　　根雨、黒坂 ､菅福　社会体育館
１時間当たり　　１００円　　集会室 (根雨 )( 教育委員会または町公民館 )

１コート１時間当たり　１００円　　野田 ､黒坂
　町民テニスコート

( 教育委員会または町公民館 )

■町施設の使用料など

　町の各施設を利用するときの使用料と、使用料減免の取扱基準を変更しました。９月１日

からこの減免基準により使用料が一部有料となりますので､ご理解とご協力をお願いします。



　

　支援室を開所してから 3ヶ月が経

ち､「親子で来るのを楽しみにしてい

る」という声が聞かれるようになり

ました。名札をつけることにより、

お互いに子どもの名前を呼び合える

ようになるなど、親近感も出てきま

した。同じ年齢のお子さんを持たれ

る親同士で、成長 ､ 発達についての

話もされているようです。

　８月１７日は町図書館スタッフに

よる『おはなし会』をする予定です。

時間は午前１０時３０分～午前11時で

す。楽しみに来てくださいね。

　連絡先　ひのっこ保育所

　　担当　音田 (電話７２－０２３８)
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備　　考料　　金部屋名等施設名（申込先）

　午前は ９：００～１３：００午前　　６００円　
　カルチャールーム、リ

　ハーサル室、楽屋 (１

　部屋あたり )

文化センター
（文化センター）

　

　午後は１３：００～１７：００午後　　６００円　
　夜間は１７：００～２２：００夜間　　８００円　
　全日は ９：００～２２：００全日　１,８００円　

冷暖房加算　１時間当たり　　１５０円　
午前　１,０００円　

　ホール舞台
午後　１,０００円　
夜間　１,３００円　
全日　３,０００円　

　区分が多いため、申込みの際に

　確認してください

午前　３,１５０～６,８２０円　

　ホール (舞台を除く )
午後　３,１５０～６,８２０円　
夜間　４,２００～７,８７０円　
全日　９,４５０～１９,９５０円　

冷暖房加算　１時間当たり　１,８３０円　
午前　　６００円　

　ホワイエ
午後　　６００円　
夜間　　８００円　
全日　１,８００円　

冷暖房加算　１時間当たり　　１００円　

　特別展示の場合の入館料は、１

　人１回につき１,０００円を超えな

　い範囲内で教育委員会が定めま

　す。

　入館料（常設展示）

歴史民俗資料館
（教育委員会）

　　　　　　　　　個　人
中学生以下　　無料　
１８歳未満　　１００円　

一般　　２００円　
　　　　　　　　　団　体（１５人以上）

中学生以下　　無料　
１８歳未満  　　７０円　

一般　　１５０円　

適　用　の　範　囲減免率区　　　　分
 町主催 ､町共催１０／１０１．町が主催または共催する行事などで自ら使用するとき

 保育所 ､小学校 ､中学校 ､高等学校１０／１０２．町内の保育所、学校が行事等で使用するとき

 交通安全、防犯 ､ 男女共同参画 ､ 人権、福祉、教育等の推進など公共的 

 役割を有している団体
１０／１０

３．町内の公益を目的とする団体（国・県・町などが助成してい

　　る団体および町が事務局となっている団体）が使用するとき

 スポーツ少年団 ､ 子ども会、ＰＴＡなど青少年の育成を目的とする団体１０／１０４．町内の青少年の育成を目的とする団体が使用するとき

 町体育協会各部など体育スポーツ活動を行っている団体体育等

１／２
５．町内の体育 ､文化 ､地域活動等を行っている団体が使

　  用するとき
 文化 ､ 演芸 ､ 趣味 ､ 料理などの活動を行っている団体文化等

自治会 ( 連合体、下部組織など含む）、婦人会 ､ 老人会など地域活動等

６．次に掲げる場合は ､上記にかかわらず次のとおりとします。

　①営利を目的として使用する場合は減免しません。　②上記２～４のとき、開発センター生活改善実習室 ､ 町公民館および下榎集会所の調理実習室

　を使用する場合は ､ その室に限り減免率を１／２とします。上記５のとき、その室を使用する場合は減免しません。③恒常的使用料については定

　めのとおりとします。

■使用料減免の取扱基準

※減免後の使用料が１００円未満となる場合は、１００円となります。また、減免後の使用料に１００円未満の端数が生じる場合は ､　

　その端数は１００円に切り上げとなります。

○印が実施日です。

(１７日はおはなし会 10:30 ～）

　ひのっこ保育所　子育て支援室では、保

育所に入所していない子どもたちの交流な

どを目的に、毎週水曜日、午前９時３０分か

ら２時間、親子で楽しく遊んでいます。
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インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm

〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　
　

　　

初
鮎
の
姿
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し
又
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と
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細
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京
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車
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久
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渓
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じ
か

　

蛍
と
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は
や
寝
し
づ
ま
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谷　
　

悦
子

い
っ
そ
ん

　

夏
椿
ひ
と
日
の
命
土
に
を
き　
　
　

徳
本
千
鶴
子

　
 

空
梅
雨 
の
日
に
日
に
川
の
細
り
ゆ
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真
壁
富
貴
枝

か
ら
つ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

           平成１７年度

にご協力ください。

■１０月１日現在で全国

　一斉に実施します。

■調査する事項は、世　

　帯・世帯員について　

　の全１７項目です。

■各戸に調査員が訪問　

　して調査票を配布し、

　各戸で調査票に記入　

　していただいた後、　

　再び調査員が回収し　

　ます。

８月２８日 ( 日 )
１０：００～１５：００

 

　８月２０日 ( 土 )
１０：００～

７月３０日 ( 土 ) まで

郡内三中学校の吹奏楽と県警音楽隊の演奏

日野川流域の合唱団の競演！
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ＡＵＧＵＳＴ(葉月)

　発泡・電池の収集日（４班）水１７
　固定資産税２期分、国民健康保険税１期分、

　介護保険料１期分納期限
月 １

　発泡・電池の収集日（５班）木１８　不燃・資源ごみの収集日（黒坂・菅福地区）

　発泡・電池の収集日（６班）金１９
　乳幼児相談、１歳３ヶ月歯科相談

　開発センター　受付：午後１時１５分～午後１時３０分
火 ２

　行政相談　開発センター　午前９時～正午　土２０　発泡・電池の収集日（１班）水 ３

日２１　年金相談　開発センター
　午前１０時～正午、午後１時～午後３時木 ４

　古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月２２　発泡・電池の収集日（２班）

　１歳６ヶ月児、２歳児健診　開発センター

　受付：午後１時１５分～午後１時３０分
火２３　心配ごと相談、子育て・高齢者生活相談

　開発センター、老人福祉センター　午後１時～午後３時
金 ５

　発泡・電池の収集日（７班）水２４　人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

　不要犬・猫引取り日　日野保健所木２５　発泡・電池の収集日（３班）

　発泡・電池の収集日（８班）土 ６
　発泡・電池の収集日（９班）金２６日 ７
　出雲街道根雨宿一番館土曜夜市

　根雨宿一番館　午後６時３０分～午後９時
土２７　不燃・資源ごみの収集日（根雨・日野地区）月 ８

日２８火 ９
　胃がん・大腸がん検診　開発センター
　受付：午前８時～午前９時

月２９水１０
　古紙の収集日（根雨・日野地区）　不要犬・猫引取り日　日野保健所木１１
　胃がん・大腸がん検診　開発センター
　受付：午前８時～午前９時

火３０金１２
　町県民税２期分、国民健康保険税２期分、
　介護保険料２期分納期限水３１　可燃ごみの収集は休みます土１３

　出雲街道根雨宿一番館土曜夜市

　根雨宿一番館　午後６時３０分～午後９時

日１４
　可燃ごみの収集は休みます月１５
　町成人式　町文化センター　午前９時３０分～

火１６

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852介護支援センター72‐0334健康福祉センター

72‐0331夜間・休日72‐1191下榎集会所

■と　き　
■ところ　米子市文化ホール
■内　容　①基調講演　演題：「 竈金 の精神と京都市の教育

かまどきん

　　　　　改革」、講師　：京都市教育委員会教育長　門川
　　　　　大作さん
　　　　　②地域活動の紹介　
　　　　　③パネルディスカッション：学力向上と学校・
　　　　　行政・家庭の役割
■その他　入場無料・申込不要
■問合せ　県教育委員会教育総務課（電話 0857‐26‐7926）
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根
雨
の
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
、
出
雲
街
道
根
雨
宿
一
番
館
の

土
曜
夜
市
（
㈱
ま
ち
づ
く
り
日
野
主

催
）
が
６
月　

日
開
か
れ
ま
し
た
。

２５

　

こ
の
催
し
は
、
ま
ち
づ
く
り
日
野

と
一
番
館
の
出
店
者
が
共
同
で
運

営
。
焼
鳥
や
か
き
氷
な
ど
の
屋
台

を
は
じ
め
、
ヤ
マ
メ
釣
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
日
野
の
石
田
茂
雄

総
務
部
長
は
、「
ま
ち
の
皆
さ
ん
に

夕
涼
み
が
て
ら
出
か
け
て
い
た
だ

き
、
昭
和
時
代
の
根
雨
の
土
曜
夜
市

の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
土
曜
夜
市
は
、
８
月
ま
で
の

第
２
、
第
４
土
曜
の
午
後
６
時　

分
３０

か
ら
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

６
月　

日
、「
第
９
回
日
野
川
音
楽
祭
（
同
実

２６

行
委
員
会
主
催
）」
が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

日
野
川
流
域
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
グ
ル
ー

プ
の
交
流
と
発
表
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る

こ
の
音
楽
祭
も
今
回
が
９
回
目
。

　

出
演
者
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
ス
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
大
正
琴
、
合
唱
、
バ
イ
オ

リ
ン
演
奏
な
ど
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
の　

団
体
。

１０

そ
の
見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
客
席
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
後
は
、
出
演
者
全
員
に
よ
る
町
民

歌
「
き
ら
り
こ
の
町
」
の
合
唱
。
客
席
も
一
体

と
な
っ
て
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
木
島
泰
さ
ん
（
根
雨
）
は
、

「
出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ
の
手
づ
く
り
の
音
楽
祭

を
９
回
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。

　

回
目
と
な
る
来
年
以
降
も
続
け
て
い
き
た

１０い
」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

「きらりこの町 ｣合唱のフィナーレ

子どもたちに大人気のヤマメ釣りコーナー

屋台も大繁盛
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近くで見ると本当にデカイ !

　「黒坂のまちに珍しい花が咲いているらしい」との情報

をキャッチ !あるお宅の駐車場の片すみに、ひっそりと、

いえいえ堂々とそびえ立っていました。高さ約２メート

ル、大きな葉からのびた穂には、黄色い花がちらほらと顔

をのぞかせています。

　近所にお住まいの方が調べたところ、この巨大植物の正

体が分かりました。「ビロードモウズイカ」というゴマノ

ハグサ科モウズイカ属の２年草で、別名マーレインとも呼

ばれるハーブの一種です。

　ヨーロッパ原産で、薬用として使われていましたが、現

在は世界中に帰化しているとのこと。みなさんの近くに

も、もしかしたら生えているかもしれませんね。

まちで見つけた「珍しいモノ」「紹介したいモノ」な

どなどありましたら、役場総務企画課まで情報を！

　６月１９日、第２５回県クラブ対抗ソフトテニス

選手権大会が鳥取市布勢総合運動公園テニス

コートで開かれ、中学校の部で日野中学校ソフ

トテニス部が、男子・女子ともに優勝し、昨年大

会に引き続き２連覇を達成しました。
　　

　　　　　　午前９時３０分～

　　町文化センター

　　昭和６０年４月２日から

　　　　　　昭和６１年４月１日生まれの方

　■該当の方には別途ご案内します。

　

　■該当者で案内がなかった方のうち ､出

　　席を希望される方は、７月２９日までに

　　町教育委員会事務局へご連絡ください。

　【問合せ先】町教育委員会事務局

　　　　　担当　矢田貝（電話　７２‐２１０７）
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水
位
が
下
が
っ
て
い
る
日
野
川
の
夕
暮
れ
、

オ
シ
ド
リ
が
十
数
羽
エ
サ
場
に
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
オ
ス
の
羽
換
え
が
始
ま
っ
て
い
る

の
で
見
分
け
に
く
く
、
ほ
と
ん
ど
メ
ス
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。
薄
暗
い
小
屋
の
中
で
目
を

こ
ら
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
誰
が
一
番
先
に
ヒ

ナ
を
見
つ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ホ
タ
ル
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
、
ア
ユ
釣
り
、
川

遊
び
。
こ
れ
ら
は
夏
の
風
物
詩
。
自
然
の
恵

み
を
大
切
に
川
に
親
し
め
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

ヒ
ナ
に
会
え
る
か
な

えびは殻をむいて背わたを取る。

鍋にバターを熱し ､①を炒めて白ワインを加え蒸し煮する。
　( 煮汁はとっておく )

玉ねぎはみじん切りし、油で透きとおるまで炒め ､②の煮
　汁と水を加えて煮立て、火を止めてからカレールーを加え
　煮込み、②を入れて火を止める。

ご飯は ､熱いうちにパセリ、バター ､こしょうを加え混ぜ
　る。

皿に④を盛り③を添える。

料理

届
出　

６
月　

日
～
７
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

  

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

６
月

宇
田　

朝
雄　
　
　

歳　
　

黒
坂

８８

山
本　
　

進　
　
　

歳　
　

上
菅

７１

　

７
月

大
島　

安
子　
　
　

歳　
　

根
雨

８７

稲
田　
　

実　
　
　

歳　
　

根
雨

５５

　「夕食何にする？ お刺身定食が食べたいよ。 エエッ」
　　　　　　　　　　　撮影●三島　粂さん（松江市）

■２、３ページを担当してくれ
た日野高校の増岡さん。３日間
という短い期間の中 ､写真・取
材・編集に真剣に取り組んでく
れました。ありがとう !■真夏
並みの暑さと少雨で、てっきり
カラ梅雨かと思っていたらば、
いきなり大雨洪水警報が出たり
と妙な天気が続いていますね。
昨年は台風が何度も上陸したり、
毎年異常気象だと騒がれている
ような…。ていうか、早くも夏
バテ気味なんですけど…。（ｉ）

手早く作っておもてなし


